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     私たちの活動や意見を平和委員会の仲間たちに伝えます 

私たちの会費が日本平和委員会と茨城県平和委員会の活動を支えています 

平和の会ニュース、平和かわら版（ＰＤＦ版）配信しています 
平和の仲間に伝えたいニュースやご意見を事務局にお寄せください ＦＡＸは 029-831-9122 

早い、確実に届くご希望の方はｅＭａｉｌアドレスをご連絡ください 

 
 
                                          
 
 
 
 
 

2012 原爆と人間展 生涯学習センター（うららビル５階） 
７月３１日―８月７日、パネル展示をやります。ヒロシマ、ナガサキからの訴え 

「ピースデー」8 月 5 日午後 1 時半 被爆者・土浦市平和使節団との懇談 

アニメ映画「はだしのゲン」「放射線内部被曝から子どもを守るために」 

原水爆禁止 2012 年世界大会へ土浦から代表を送ろう。自薦、他薦歓迎します。 
いま、私たちは「核兵器のない世界」の実現へ、新たな行動の出発点に立っています。世界大会が、

8 月 4 日～6 日に広島で開催されます。会では代表の参加費用をカンパで集めて送ろうとしていま

す。ぜひ、参加してみたいという方の自薦、他薦をお願いします。 
 

 さよなら原発土浦地域連絡会発足 （6 月 19 日） 
「さよなら原発４･1 大集会土浦地域実行委員会」は「さよなら原発土浦地域連絡会」（以下連絡

会）に名称変更しました。土浦平和の会も参加しています。 
「連絡会」では会の現状をふまえ、当面「４･１土浦地域実行委員会」の体制を引き継ぎ、運動を

進めていくことにしました。「連絡会」の活動に必要な経費は、４・１のカンパ残金と「連絡会」の参

加団体からの年会費１０００円で賄います。個人カンパも大いに歓迎します。団体や個人に｢連絡会｣

への参加を広く呼びかけていきます。 
「東海第二原発の廃炉をめざす県民センター＊」では、これまでの知事宛廃炉署名 17 万 2000 筆

に加え、当面、7 月 23 日まで 3 万筆を集め 20 万筆以上をめざすことを呼びかけています。 
 
 
 
 

脱原発統一行動（土浦駅ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝ）が盛り上がる 
６月３０日統一行動は２４名の方が参加し、チラシ配布と署名活動を行いました。１時半から２時半

までの１時間という短時間で、これまで最高の２０２筆集めることができました。 
署名する人との対話もあちこちで行われていました。高校生も沢山署名してくれました。署名用紙を１

０枚預かり、「友だちなどの署名を集めてくる」という女子高校生もいました。29 日は首相官邸を 20
万人が取り囲むなど、大飯原発再稼動への怒りなど全国的な脱原発のうねりが土浦にも波及しているよ

うです。（近藤） 
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＊「東海第二原発の廃炉をめざす県民センター」 
茨城大名誉教授､医師、弁護士、新婦人などの団体代表が呼びかけ人となって発足した知事宛

署名提出共同センター 
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国民平和大行進、石岡土浦コース無事終了 
七夕の土曜日、石岡駅を予定通り８時３０分出発した行進団は北海道利尻島からの通し行進者米山

さん、県内通し行進者高橋さん（大洗）、渡辺さんの３人を先頭に１２時半過ぎ亀城公園に到着し、昼

食休憩の後、歓迎集会に参加しました。午後は小岩田の休憩所で麦茶の接待を受け、自衛隊補給処の説

明を聞いたあと荒川沖駅に向かいました。当日の行進参加者は約７０人、心配されていた雨もなく、熱

暑もなく予定通り４時半荒川駅東口でつくばに引継ぎました。 
 

「さよなら原発 10 万人集会」（7・16、代々木公園） 

17 万人で大成功、―――土浦から 25 人が参加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

活動ごよみ 

６・１９ さよなら原発土浦地域連絡会発足 

６・３０ 脱原発統一行動（土浦駅ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝ） 
７・ ７ 平和行進（石岡～荒川沖コース） 
７・ ８ ニコエコ講演会（霞ヶ浦医療セ） 

７・１６ 県母親大会（東海高校・文化センター） 
７．１６ さよなら原発 10 万人集会（代々木公園） 
７・２１ 県平和委員会 20 周年祝賀会（ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟﾚｽ） 
７・２４ 平和の会理事会（コープ） 
７．３１～８．７ 原爆パネル展（ウララ５階） 
 

貯まり続ける「核のごみ」、東海第二原発が最悪、3.1 年で満杯 

原発の問題点として指摘されている「核のゴミ」（使用済み燃料）は処分方法も確立していないだ

けに厄介です。資源エネルギー庁は全国の原発で貯蔵されている「核のゴミ」の状況を作成しまし

た。注目されるのは原発を稼働し続けた場合、あと何年で満杯になるかを試算した結果です。それ

によれば、全国で最も短いのが東海第 2 原発で、あと 3.1 年で多量のプルトニウムを含む「核のゴ

ミ」で満杯になります。それでも、原発を再稼働するのでしょうか。（げんぱつ茨城より） 

子供も、若者も、高齢者も、

本当にいろいろな人が一つの

願いをもって集まりました。

労働組合の集会と違う新しい

波を感じました。福島の後に

沈黙しているのは野蛮な行為

だと訴えたスピーチにうなず

きました。加害者にも、被害

者にもならないために行動し

つづけよう。土浦から参加の

私たちもかってない人波にも

まれ、33 度というじりじりし

た日差しの中、大集会に参加

しました。（岡田） 


